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　□　小規模多機能型居宅介護

平成22年10月22日

 ＜事業所の優れている点＞
◇健康・医療面、機能訓練の支援
 医療連携体制加算の指定を受け、月2回の訪問診療、週1回以上看護師が訪問・相
談に応じている。理学療法士・言語聴覚士および音楽療法士が来訪し、機能訓練に
よる認知症緩和・自立に向けた支援をしている。
◇母体である老健との連携
 母体である老健が同地域にあり健康管理・医療面、研修の実施、食事（主菜・副
菜）の配食、行事、防災備蓄品の保管などの面で支援して事業所運営の質向上に活
かしている。
　＜事業所が工夫している点＞
◇個別支援への配慮
 利用者のＡＤＬが低下傾向にある中で、食事の大切さを痛感しており、好み・形
態・介助に配慮している。　意向や状態に考慮しながら外出、入浴、排泄、食事介
助などその人らしく過ごせるよう個別支援に努めている。食事の好みには法人と事
業所が共同して個別アンケートを実施して極力応えるよう努めている。
◇重度化対応の実践と教育
 重度化対応指針に沿って開所以来始めて本年ターミナルケアを2例実施した。医
師・看護師・家族・職員が繰り返し話合い、家族の意向を汲みながら介護した。重
度化対応の研修は、母体の老健と事業所で行っている。

庭で育てた野菜が時に食卓に並びます。皆で収穫し皆で調理し皆で楽しく食事をしま
す。週に1回音楽療法士による歌の会があり皆で楽しくリズムに合わせ身体を動かし
手拍子をとって大声で歌い大声で笑い音楽を満喫しています。時には外食をしたり出
前をとったり水族館、博物館、落語観賞、舞踊コンサート観賞と笑顔ある光景がホー
ムいっぱいにあります。春はお花見、また夏にはスイカ割りや流しそうめん、納涼祭
に家族とでかけたり、秋には地域の運動会に参加し、冬には家族を招いてクリスマス
会を開催する等季節に応じた生活を楽しんでいます。

評価項目の領域

Ⅰ 理念に基づく運営

Ⅱ 安心と信頼に向けた関係づくりと支援

評 価 結 果
市町村受理日

　■　認知症対応型共同生活介護

平成23年2月8日
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宿泊定員
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グループホームウェルケア新羽

横浜市港北区新羽町2153番地
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

グループホームウェルケア新羽

新羽1丁目

 事業所名

 ユニット名

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）
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新羽2丁目自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組み
状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

特に生活保護担当の方と入居
中の方の処遇について連絡を
取り合い協力関係を築いてい
る。

・利用者のホームでの暮らし方に
ついて、ケースワーカーと相談し
ながら助言を得ている。
・横浜市グループホーム連絡会ブ
ロック会に参加し、港北区担当課
長から介護保険適用などの助言を
得ている。

緑道委員会のワークショップ
で地域の高齢者が安心して散
歩ができ交流が深まる緑道の
提案を通じホームで過ごす利
用者の支援の理解を得てい
る。

同地域同法人のグループホー
ムと合同で行う事により運営
推進委員より活発な意見や助
言がありグループホーム間で
のサービスの実際等を聞く事
によりサービスの向上に活か
している。

・運営推進会議は、同一法人系列
ＧＨ3事業所が合同で年2回開催し
ている。
・会議では運営・課題について評
価・意見・助言を得ている。出さ
れた意見について運営に反映する
よう共同で検討している。

・運営推進会議の回数が年2回
と少ない状況です。年6回開催
を目標に努力されることを期
待します。

理念の「大切な人だから」を玄
関、フロアー、事務室に掲示し管
理者より会議で意義が伝えられ接
遇の話にて気持を思いやる事など
家庭的な雰囲気を絶やす事の無い
よう支援の考え方を統一してい
る。

・法人の理念と事業所の理念（一
人ひとりを尊重し、明るく家庭的
なゆとりある生活）を掲げ、理念
の介護現場での具現化について会
議の場で話合い努力している。

地域の運動会、清掃活動への
参加、法人内の介護老人保健
施設で開催される納涼祭に参
加し地域の方と楽しい交流が
あり子供110番の家に登録して
いる。

・町内会に加入して地域の行事に
参加し、地域の方々とは散歩の際
など気軽に挨拶を交わしたり、農
作物の育て方を教えて戴くなど交
流を深めている。
・地元の小・中学生が交流や課外
実習に訪れ、利用者の喜びにつな
がっている

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価
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新羽2丁目自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準及び指
定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁止の対象となる
具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持ち、利
用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ表せる
機会を設け、それらを運営に反映させている

外部研修に参加し会議にて報
告している。入居相談の際に
状況ににより話をしている。
現在必要性のある方はいない
が、継続的に制度の勉強を
行っていく。

重要事項説明書、契約書にわ
かりやすく権利、義務を明示
し入居する前の面接及び入居
時に丁寧に説明し本人及びそ
の家族に理解同意を得てい
る。

契約書、重要事項説明書に苦情や相談
の窓口（ご意見箱等）の説明をしてい
る。家族会や運営推進会議、ご家族の
面会時に意見や要望を聞いている又利
用者本人の訴えを聞き必要に応じカン
ファレンスを行い家族にも報告してい
る。

・利用者や家族の意見・要望を積
極的に吸収するため、意見箱の設
置や家族来訪時に積極的に話し
合っている。
・個別のケアに関わる要望につい
ては、ケアプランなどに反映して
いる。

会議にて管理者より利用者の
処遇について話があり、虐待
防止の徹底をしている。職員
も虐待の研修に参加し職員同
士が注意しあい防止に努めて
いる。

利用者の生活状況と行動の把
握をし自由な生活を行えるよ
う支援している。

・身体拘束をした事例はなく、今
後もしない方針で諸会議の場で職
員研修を実施している。
・玄関の鍵は前面道路の交通が激
しく施錠しているが、外出したい
方には付き添い対応している。

・玄関の施錠について、日中
の解錠が出来ないか、利用者
の行動管理面のあり方等の検
討を期待します。
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新羽2丁目自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、給
与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握し、
法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている

横浜市グループホーム連絡会
のブロック会に出席、運営推
進会議に同地域のグループ
ホーム管理者を招くなどして
情報交換・収集を行ってい
る。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

本人の状態像や生活歴、希望
などを把握して画一的な計画
だはなく、一人ひとりに沿っ
て具体的な介護計画を作成し
ている。

同法人グループホームとの合同研
修（3つのグループホームが個々
にテーマを決め発表会を実施）、
法人にて主任研修を実施し、法人
内事業所へ外部研修（毎週木曜
日）実施し向上に努めている。

常に職員の話を聞き必要に応
じて話し合いの場を設けてい
る。又毎月行う定例会議にて
意見交換し職員の意見や提案
を聞き反映させている。

・毎月の会議の場で職員と意見交
換し、意見や提案を聴取してい
る。
・実施可能なものは直ちに実施し
ている。（外部研修募集案内を
ボード掲示に改めた事例などがあ
る）

職員の個々の特性を大切にし
ている。法人内の勉強会への
参加、同法人グループホーム
研修での発表会の実施など法
人の資源を活用し向上心が維
持できるよう努めている。
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新羽2丁目自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを共にする
者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家族の絆を
大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切れ
ないよう、支援に努めている

面会時間を制限せず、いつでも来
てもらえるように努めている。面
会時も、職員や他利用者に気をお
話が出来るよう配慮している。外
出・外泊も家族と定期的に行える
ようお願いしている。

・以前住んでいた地域の商店
や銀行に行く場合には、職員
が付き添って同行している。
・昔の同僚や友人の来訪時に
は、居間の一角や居室内に懇
談の場を設けて支援してい
る。

行事の際には家族も招待し利用者、職
員と一緒に楽しんでいる。毎月、報告
書にて近況を報告し、状態の変化があ
る時には電話で様子を伝え介護方法を
伝え相談し時には家族に手をかりて理
解を得ながら支援をしている。

個人の状態に応じ他種の介護
保険事業所の紹介もしてい
る。

職員の声掛けや、自発的「手伝おうか」
に家事（食器拭きや洗濯物干し、洗濯物
の取り込み、掃除等）を行っていただい
た時にはねぎらいの言葉をかけ感謝の気
持を伝えている。昔の話や生まれ育った
故郷の話を聞いたり、礼儀の説教を受け
たり、職員も一緒に過ごす喜びを感じて
いる。

相談時には、必ず本人面談を
家族同席のうえ実施し、積極
的に家族との関わりを持ちな
がら利用に結びつけている。
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21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士が
関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切にし
ながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。困
難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状の把握
に努めている

毎日、バイタルチェツクを行
い記録している。日々の利用
者の精神状態・心身状態を観
察し、活動性の低下に十分注
意をはらい一日を安全安楽に
過ごしていただくように見
守っている。

職員の居室担当制により居室
担当者が利用者の希望や意向
を把握している。

・日常の関わり（行動、会話
など）の中で、一人ひとりの
思いの把握に努めている。
・コミュニケーションの困難
な場合は、表情や仕草から判
断して支援に努めている。

入居前に家族に説明を行い本人が以前
使用していた家具や馴染み深い物を持
ち込んで頂くようにしている。また本
人、家族より生活歴や直近の様子を聞
き把握し必要に応じサービス利用の事
業者より情報をいただくようにしてい
る。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

歌の会（毎週）、誕生会、外
食（不定期）等、皆で活動す
る機会を設けており日常の散
歩や家事等を行う中で職員は
利用者の間に入り交流の機会
を作っている。

家族への十分な説明・納得い
ただきながら退去先の支援を
行っている。
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26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本人、
家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かし
ている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組
んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身の
力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかかり
つけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

ホーム内にて地域の合唱団の
コンサートや中学生の課外実
習の受入、特別学級の小学生
との交流、地域から運動会の
招待を受けるなど楽しみある
生活の支援を行っている。

同一法人のクリニックから、
月2回、訪問診療をお願いして
いる。更に必要時にはクリ
ニック受診・相談ができ、訪
問看護師の週一度以上の訪
問・相談、歯科医の訪問診療
なども実施している。

・受診は本人・家族の希望に
応じているが、現在は全員が
家族の同意と納得の上で協力
医療機関を受診している。
・急な体調変化時や個別の必
要な専門医の受診には、職員
が通院の介助をしている。

個別に生活確認表、ケース記
録を毎日、一人ひとりの様子
を具体的に記録している。月
に一度気づきをもとに全利用
者のカンファレンスを行い1ヶ
月後評価し介護計画に活かし
ている。
利用者の重度化に対応するた
め外部研修（法人内）を行い
実践している。そして訪問看
護師師とも協働し医療の必要
度が高くなった場合も柔軟に
対応している。

入居時に相談資料と本人、家
族の希望を聞き介護計画を作
り入居後本人の希望や生活状
況を把握して、カンファレン
スにて職員の意見も聞きなが
ら介護計画を作っている。

・介護計画は家族・職員と話
し合いの上で作成している。
・見直しは6か月ごとに行う
が、急な変化が見られた際は
カンファレンス（家族が参加
するケースもある）にて検討
し見直している。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職場内
の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できるだ
け早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・家
族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しながら
方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初期
対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難できる
方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築いてい
る

入居時に重度化指針を定め本
人及び家族に説明し同意を得
いる。本人、家族、訪問診療
医師、訪問看護師、介護者が
指針に基づき共通したケアの
考え方を持ち、連携を取りな
がら支援していく。

・事業所は重度化対応方針を
定め、重度化・終末期の対応
支援をし、本年ターミナルケ
アを2例実施した。
・重度化対応の職員研修は同
一法人老人保健施設と共同で
行っている。

同法人のグループホーム研修
で急変時、事故発生時の対応
をテーマに取り組みを行っ
た。訪問看護師も参加しマ
ニュアルの策定を行った。

防災訓練を消防署立会いの下
行っている。管理者が地域施
設の合同訓練に参加するなど
して避難方法を共有し訓練に
活かしている。

・年2回（内1回は夜間を想
定）の消防訓練を実施してい
る。
・訓練内容は通報・消火・全
利用者の避難である。本年3月
の訓練には消防署立会いのも
と実施した。

法人内の介護老人保健施設の
看護師へ相談、契約訪問看護
ステーションの看護師とはい
つでも連絡がとれ相談、訪問
対応をしていただいており週
一度以上は訪問による健康状
態の管理を行っている。
入院時に職員がホームでの生
活状況や病状経過の説明を行
い、治療方針や退院の目処を
聞き、病院の医師、家族、訪
問診療医、訪問看護師と状態
の相談をしながら早期退院が
できるよう努めている。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉か
けや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定できるよう
に働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペース
を大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって支援
している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かしな
がら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

・利用者で出来る方には配
膳、下膳、食器拭きも職員と
一緒にお願いしている。
・食事を楽しんで貰うため
に、利用者が栽培した野菜を
提供したり、リクエストによ
りマス寿司やお蕎麦の提供も
している。

・利用者と共に食事を楽しむ
ために、配膳、下膳のお手伝
いをお願いする中で、職員も
おしゃべりしながら食事を楽
しんでいる。
・利用者が栽培した野菜を食
卓に提供したり、お寿司など
出前を取って楽しむこともあ
る。

・利用者の希望により、散
歩、昼寝、TVを見たり畑の水
遣り、体操やゲームをしたり
している。天候事情で散歩に
行けないときは、室内で出来
る事を考え納得いただくよう
にしている。
整容の乱れ、汚れがある場合
は、自尊心を傷つけないよう
に気配りをし、居室で直すな
ど配慮している。外出の際は
好みの服に着替えして出かけ
ている。また、美容師の出張
美容もお願いしている。

管理者が会議で尊敬を持った
言葉掛けをするように話をし
ている。居室に入る時の挨拶
の徹底、名前の呼び方は「～
さん」と失礼の無いよう徹底
している。

・職員は利用者の個性を尊重
すると共に、誇りやプライバ
シーを損ねないように注意し
ている。
・年長者への尊敬の念と、笑
顔で心地よい言葉かけを心掛
けている。

一律に同じ事をせず、個々の
意思に任せた生活を送ってい
ただいている。介護者は日常
の中から本人の行いたい事を
見極め支援している。

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよう、
一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔状
態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるように、
職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている

散歩、体操等の運動、下剤の
内服のみに頼らず、水分摂
取、牛乳、ヨーグルト、かん
てん等を使った食べ物で工夫
している。

入浴時間は原則午後としてい
るが、午前中に入浴を奨める
場合もある。入浴が嫌な方に
も無理強いせずに週2回は入浴
していただくようにしてい
る。又季節により菖蒲湯、み
かんの皮を乾燥させたみかん
湯等で楽しんでいる。

・週2回以上の入浴を、利用者
の体調を考慮しながら支援し
ている。
・入浴に積極的でない利用者
には、声かけを工夫したり、
好みの入浴剤を提供して入浴
を奨めている。

毎食後、口腔ケアを行い歯ブ
ラシが使えない方には、ガー
ゼ・スポンジを使い介助して
いる。訪問歯科医とも相談し
支援している。

排泄表により把握する事でさ
りげなくトイレ誘導します。
声掛けによる失禁の軽減を図
り、リハビリパンツから綿パ
ンツに変更できる支援に努め
ています。

・排泄チェック表も参考に声
かけし、サイン・仕草を見逃
さないようにして、トイレ誘
導など自立支援をしている。
・その結果、リハビリパンツ
から布パンツに改善した利用
者が2名いる。

・毎日の食事と水分の摂取量
を把握し、水分摂取が少ない
ときは声かけして摂取を奨め
ている。
・給食のカロリー計算など
は、同一法人老人保健施設栄
養士のチェックがある。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、安
心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量について
理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活歴
や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援をし
ている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるように支
援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひと
りの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援してい
る

お金は家族の了解を得てホー
ムで管理しているが買い物に
行った時には、個々にレジ等
で支払いを行うようにしてい
る。

天気のよい日は散歩や庭に出
たりしている。法人内の介護
老人保健施設の催し物に家族
と参加したり、地域の落語、
舞踊チャリティーコンサート
に出かけている。また水族館
や博物館への外出支援も行っ
ている。

・日常的に日々15分～30分の
ベランダでの外気浴や散歩を
している。
・利用者の希望に応じ、買い
物、地域の行事などに一緒に
出掛けたり、季節行事として
水族館にも出掛けている。

・利用者の身体的状況にもよ
りますが、アンケート結果と
ヒアリング結果から、日常的
な散歩回数・時間を多くする
ことの検討を期待します。

洗濯物をたたんだり、出来る
方には掃除や食器拭きを行っ
ていただいている。散歩や畑
の水遣り、週1回歌の会を行
い、夕食後は21時までテレビ
を楽しむ支援をしている。

散歩やレクリエーション、体
操、入浴等で生活のリズムを
つくり、活動性を上げ安眠に
つなげている。昼食後は休息
の時間を設けそれぞれ自由に
居室で休まれている。

カルテに個人服薬情報があ
り、職員は随時確認してい
る。また処方に変更がある場
合も申し送りを徹底し確認し
ている。服薬マニュアルがあ
り与薬には十分気をつけてい
る。

ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部



ウエルケア新羽

新羽2丁目自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りができ
るように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い慣
れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫している

フルフラットのフロアーは整
理整頓を心がけ浴室にも手摺
が設置されている。トイレは1
箇所、車椅子用トイレが設け
られている。職員は出来る事
は時間がかかっても見守るこ
ととして自立した生活支援を
第一に考えている。

ソファーの配置や椅子、テー
ブルの配置を工夫し個々に心
地良い居場所を確保してい
る。

各居室には利用者好みの、寝
具、箪笥、机、椅子、鏡台、
一人一人思いのものがあり、
又テレビ、仏壇がある方等家
族とも相談しながら居心地の
良い部屋づくりをしている。

・居室のエアコン、レースの
カーテン以外は、各自が使い
慣れた好みの物を持ち込ん
で、居心地の良い部屋づくり
をしている。その他、室内で
毎年ランを咲かせて楽しんで
いる人もいる。

玄関には季節の草花がある。
リビングはレースカーテンで
程よく日を遮り、玄関にある
椅子に腰かけ外をみて過ごさ
れる方、ソファーに座り大型
テレビを見て過ごされる方、
その人なりの過ごし方をされ
ている。

・共用空間は温かみのある家
庭的なつくりで、居間兼食堂
は広々として明るい。　利用
者作品の貼り絵やクリスマス
ツリーなどで季節感を採り入
れ、床暖房・加湿器を設置し
て、心地よく過ごしやすい居
場所となっている。

ホームの電話を必要に応じて
利用していただいている。ハ
ガキ、切手をホーム内に用意
し、本人と一緒に手紙の投函
等の支援を行っている。
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56 ○ 1，ほぼ全ての利用者の 63 1，ほぼ全ての家族と

2，利用者の2/3くらいの ○ 2，家族の2/3くらいと

3．利用者の1/3くらいの 3．家族の1/3くらいと

4．ほとんど掴んでいない 4．ほとんどできていない

57 ○ 1，毎日ある 64 1，ほぼ毎日のように

2，数日に1回程度ある 2，数日に1回程度ある

3．たまにある ○ 3．たまに

4．ほとんどない 4．ほとんどない

58 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 65 1，大いに増えている

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，少しずつ増えている

3．利用者の1/3くらいが 3．あまり増えていない

4．ほとんどいない 4．全くいない

59 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 66 1，ほぼ全ての職員が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，職員の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．職員の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

60 1，ほぼ全ての利用者が 67 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，利用者の2/3くらいが

○ 3．利用者の1/3くらいが 3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

61 ○ 1，ほぼ全ての利用者が 68 1，ほぼ全ての家族等が

2，利用者の2/3くらいが ○ 2，家族等の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが 3．家族等の1/3くらいが

4．ほとんどいない 4．ほとんどいない

62 ○ 1，ほぼ全ての利用者が

2，利用者の2/3くらいが

3．利用者の1/3くらいが

4．ほとんどいない

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る。
（参考項目：49）

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
区過ごせている。
（参考項目：30,31）

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟
な支援により、安心して暮らせている。
（参考項目：28）

職員は、家族が困っていること、不安なこと、
求めていることをよく聴いており、信頼関係が
できている。
（参考項目：9,10,19）

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う。

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う。

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる。
（参考項目：23,24,25）

利用者と職員が一緒にゆったりと過ごす場面が
ある。
（参考項目：18,38）

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしてい
る。
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きとし
た表情や姿がみられている。
（参考項目：36,37）

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係
者とのつながりの拡がりや深まりがあり、事業
所の理解者や応援者が増えている。
（参考項目：4）

職員は、活き活きと働けている。
（参考項目：11,12）

　Ⅴ　アウトカム項目

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域
の人々が訪ねて来ている。
（参考項目：9,10,19）

グループホームウェルケア新羽

新羽2丁目

 事業所名

 ユニット名
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ウエルケア新羽

新羽2丁目自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

1 1 ○理念の共有と実践

　地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念をつくり、管理
者と職員は、その理念を共有して実践につなげている

2 2 ○事業所と地域とのつきあい

　利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよう、事業所自
体が地域の一員として日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

　事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人の理解や支援
の方法を、地域の人々に向けて活かしている

4 3 ○運営推進会議を活かした取組み

　運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価への取り組み
状況等について報告や話し合いを行い、そこでの意見をサービス向
上に活かしている

5 4 ○市町村との連携

　市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の実情やケア
サービスの取組みを積極的に伝えながら、協力関係を築くように取
り組んでいる

　Ⅰ　理念に基づく運営

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

理念の「大切な人だから」を
玄関、フロアー、事務室に掲
示し管理者より会議で意義が
伝えられその人らしく家庭的
な雰囲気を大切に生活の支援
をする事を共有している。

地域の運動会、清掃活動への
参加、法人内の介護老人保健
施設で開催される納涼祭に参
加し地域の方と楽しい交流が
あり子供110番の家に登録して
いる。

緑道委員会のワークショップ
で地域の高齢者が安心して散
歩ができ交流が深まる緑道の
提案を通じホームで過ごす利
用者の支援の理解を得てい
る。

同地域同法人のグループホー
ムと合同で行う事により運営
推進委員より活発な意見や助
言がありグループホーム間で
のサービスの実際等を聞く事
によりサービスの向上に活か
している。
特に生活保護担当の方と入居
中の方の処遇について連絡を
取り合い協力関係を築いてい
る。
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ウエルケア新羽

新羽2丁目自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

6 5 ○身体拘束をしないケアの実践

代表者及び全ての職員が「指定地域密着型サービス指定基準及び指
定地域密着型介護予防サービス指定基準における禁止の対象となる
具体的な行為」を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘
束をしないケアに取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学ぶ機会を持ち、利
用者の自宅や事業所内での虐待が見過ごされることがないよう注意
を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

　管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後見制度について
学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関係者と話し合い、それらを活用
できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又は改定等の際は、利用者や家族等の不安や疑問
点を尋ね、十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 6 ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並びに外部者へ表せる
機会を設け、それらを運営に反映させている

会議にて管理者より利用者の
処遇について話があり、虐待
防止の徹底をしている。職員
も虐待の研修に参加し職員同
士が注意しあい防止に努めて
いる。

利用者の生活状況と行動の把
握をし自由な生活を行えるよ
う支援している。

契約書、重要事項説明書に苦情や相談
の窓口（ご意見箱等）の説明をしてい
る。家族会や運営推進会議、ご家族の
面会時に意見や要望を聞いている又利
用者本人の訴えを聞き必要に応じカン
ファレンスを行い家族にも報告してい
る。

外部研修に参加し会議にて報
告している。入居相談の際に
状況ににより話をしている。
現在必要性のある方はいない
が、継続的に制度の勉強を
行っていく。

重要事項説明書、契約書にわ
かりやすく権利、義務を明示
し入居する前の面接及び入居
時に丁寧に説明し本人及びそ
の家族に理解同意を得てい
る。

ナルク神奈川福祉サービス第三者評価事業部



ウエルケア新羽

新羽2丁目自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

11 7 ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提案を聞く機会を設
け、反映させている

12 ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務状況を把握し、給
与水準、労働時間、やりがいなど、各自が向上心を持って働けるよ
う職場環境・条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と力量を把握し、
法人内外の研修を受ける機会の確保や、働きながらトレーニングし
ていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会をつくり、ネット
ワークづくりや勉強会、相互訪問等の活動を通じて、サービスの質
を向上させていく取組みをしている

15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困っていること、不安な
こと、要望等に耳を傾けながら、本人の安心を確保するための関係
づくりに努めている

同法人グループホームとの合同研
修（3つのグループホームが個々
にテーマを決め発表会を実施）、
法人にて主任研修を実施し、法人
内事業所へ外部研修（毎週木曜
日）実施し向上に努めている。

毎月行う定例会議にて意見交
換し職員の意見や提案を聞き
反映させている。

職員の個々の特性を大切にし
ている。法人内の勉強会への
参加、同法人グループホーム
研修での発表会の実施など法
人の資源を活用し向上心が維
持できるよう努めている。

横浜市グループホーム連絡会
のブロック会に出席、運営推
進会議に同地域のグループ
ホーム管理者を招くなどして
情報交換・収集を行ってい
る。

　Ⅱ　安心と信頼に向けた関係づくりと支援

本人の状態像や生活歴、希望
などを把握して画一的な計画
だはなく、一人ひとりに沿っ
て具体的な介護計画を作成し
ている。
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新羽2丁目自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

　サービスの利用を開始する段階で、家族等が困っていること、不
安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が「その時」まず
必要としている支援を見極め、他のサービス利用も含めた対応に努
めている

18 ○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮らしを共にする
者同士の関係を築いている

19 ○本人と共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本人と家族の絆を
大切にしながら、共に本人を支えていく関係を築いている

20 8 ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所との関係が途切れ
ないよう、支援に努めている

相談時には、必ず本人面談を
家族同席のうえ実施し、積極
的に家族との関わりを持ちな
がら利用に結びつけている。

個人の状態に応じ他種の介護
保険事業所の紹介もしてい
る。

職員の声掛けや、自発的「手伝おうか」
に家事（食器拭きや洗濯物干し、洗濯物
の取り込み、掃除等）を行っていただい
た時にはねぎらいの言葉をかけ感謝の気
持を伝えている。昔の話や生まれ育った
故郷の話を聞いたり、礼儀の説教を受け
たり、職員も一緒に過ごす喜びを感じて
いる。

行事の際には家族も招待し利用者、職
員と一緒に楽しんでいる。毎月、報告
書にて近況を報告し、状態の変化があ
る時には電話で様子を伝え介護方法を
伝え相談し時には家族に手をかりて理
解を得ながら支援をしている。

面会時間を制限せず、いつでも来
てもらえるように努めている。面
会時も、職員や他利用者に気をお
話が出来るよう配慮している。外
出・外泊も家族と定期的に行える
ようお願いしている。
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新羽2丁目自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せずに利用者同士が
関わり合い、支え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係性を大切にし
ながら、必要に応じて本人・家族の経過をフォローし、相談や支援
に努めている

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に努めている。困
難な場合は、本人本位に検討している。

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環境、これまでの
サービス利用の経過等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力等の現状の把握
に努めている

家族への十分な説明・納得い
ただきながら退去先の支援を
行っている。

　Ⅲ　その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント

歌の会（毎週）、誕生会、外
食（不定期）等、皆で活動す
る機会を設けており日常の散
歩や家事等を行う中で職員は
利用者の間に入り交流の機会
を作っている。

職員の居室担当制により居室
担当者が利用者の希望や意向
を把握している。

入居前に家族に説明を行い本人が以前
使用していた家具や馴染み深い物を持
ち込んで頂くようにしている。また本
人、家族より生活歴や直近の様子を聞
き把握し必要に応じサービス利用の事
業者より情報をいただくようにしてい
る。

毎日、バイタルチェツクを行
い記録している。日々の利用
者の精神状態・心身状態を観
察し、活動性の低下に十分注
意をはらい一日を安全安楽に
過ごしていただくように見
守っている。
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新羽2丁目自己評価

実施状況 実施状況
次のステップに向けて

期待したい内容

自
己
評
価

外
部
評
価

項　　　　　　　　　　目

外部評価

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方について、本人、
家族、必要な関係者と話し合い、それぞれの意見やアイディアを反
映し、現状に即した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個別記録に記入
し、職員間で情報を共有しながら実践や介護計画の見直しに活かし
ている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対応して、既存の
サービスに捉われない、柔軟な支援やサービスの多機能化に取り組
んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、本人が心身の
力を発揮しながら安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよう支
援している

30 11 ○かかりつけ医の受診診断

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が得られたかかり
つけ医と事業所の関係を築きながら、適切な医療を受けられるよう
に支援している

入居時に相談資料と本人、家
族の希望を聞き介護計画を作
り入居後本人の希望や生活状
況を把握して、カンファレン
スにて職員の意見も聞きなが
ら介護計画を作っている。

個別に生活確認表、ケース記
録を毎日、一人ひとりの様子
を具体的に記録している。月
に一度気づきをもとに全利用
者のカンファレンスを行うよ
うにしている。

利用者の重度化に対応するた
め外部研修（法人内）を行い
実践している。そして訪問看
護師師とも協働し医療の必要
度が高くなった場合も柔軟に
対応している。

ホーム内にて地域の合唱団の
コンサートや中学生の課外実
習の受入、特別学級の小学生
との交流、地域から運動会の
招待を受けるなど楽しみある
生活の支援を行っている。

本人及び家族同意のもと月2回、訪問診療
（入院が必要な場合同法人の病院に入院がで
きる）をお願いしている。結果、身体に変化
がある場合には家族に報告し今後の治療につ
いて説明と同意を得るようにしている。また
同法人のクリニック受診・相談、訪問看護師
の週一度以上の訪問・相談、歯科医の訪問診
療など家族にも納得いただいている。
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31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気づきを、職場内
の看護職員や訪問看護師等に伝えて相談し、個々の利用者が適切な
受診や看護を受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、また、できるだ
け早期に退院できるように、病院関係者との情報交換や相談に努め
ている。又は、そうした場合に備えて病院関係者との関係づくりを
行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段階から本人・家
族等と話し合いを行い、事業所でできることを十分に説明しながら
方針を共有し、地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員は応急手当や初期
対応の訓練を定期的に行い、実践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利用者が避難できる
方法を全職員が身につけるとともに、地域との協力体制を築いてい
る

法人内の介護老人保健施設の看護
師へ相談、契約訪問看護ステー
ションの看護師とはいつでも連絡
がとれ相談、訪問対応をしていた
だいており週一度以上は訪問によ
る健康状態の管理を行っている。

入院時に職員がホームでの生活状況
を伝え、病状経過をの説明を十分に
行い、家族と治療方針や退院の目処
を聞き、病院の医師、家族、訪問診
療医、訪問看護師と状態の相談をし
ながら早期退院ができるよう努めて
いる。

防災訓練を消防署立会いの下
行っている。管理者が地域施
設の合同訓練に参加するなど
して避難方法を共有し訓練に
活かしている。

入居時に重度化指針を定め本人及
び家族に説明し同意を得いる。本
人、家族、訪問診療医師、訪問看
護師、介護者が指針に基づき共通
したケアの考え方を持ち、連携を
取りながら支援していく。

同法人のグループホーム研修
で急変時、事故発生時の対応
をテーマに取り組みを行っ
た。訪問看護師も参加しマ
ニュアルの策定を行った。
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36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損ねない言葉か
けや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己決定できるよう
に働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人ひとりのペース
を大切にし、その日をどのように過ごしたいか、希望にそって支援
している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支援している

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや力を活かしな
がら、利用者と職員が一緒に準備や食事、片付けをしている

　Ⅳ　その人らしい暮らしを続けるための日々の支援

管理者が会議で尊敬を持った
言葉掛けをするように話をし
ている。居室に入る時の挨拶
の徹底、名前の呼び方は「～
さん」と失礼の無いよう徹底
している。

一律に同じ事をせず、個々の
意思に任せた生活を送ってい
ただいている。介護者は日常
の中から本人の行いたい事を
見極め支援している。

一日の流れはあるが利用者の希望
により、散歩、昼寝、TVを見たり
畑の水遣り、体操やゲームをした
りしている。散歩は天候により行
けない事があるため室内で出来る
事を考え納得いただくようにして
いる。

整容の乱れ、汚れがある場合は、自尊心
を傷つけないように気配りをし、居室で
直すなど配慮している。外出の際は好み
の服に着替えおしゃれをして出かけてい
る。また近所のお気に入りの理美容室に
定期的に出かけ身だしなみには気をつけ
ている。

職員はサポートの必要性のある利用者の隣に
座り、皆と会話をしながらサポートし一緒に
食事をします。たまに庭の畑でとれた野菜な
どが食卓に並んだりして楽しい食卓です。利
用者で出来る方には配膳、下膳、食器拭きも
職員と一緒に行っています。また「ご当地の
味巡り」企画でソーキそば、鱒寿司、長崎
ちゃんぽんが食卓にならびました。
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41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確保できるよう、
一人ひとりの状態や力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人ひとりの口腔状
態や本人の力に応じた口腔ケアをしている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの力や排泄のパ
ターン、習慣を活かして、トイレでの排泄や排泄の自立に向けた支
援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫や運動への働きか
け等、個々に応じた予防に取り組んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽しめるように、
職員の都合で曜日や時間帯を決めてしまわずに、個々に応じた入浴
の支援をしている

水分、食事摂取量を把握するためのチェック
表に毎日記録している。その都度、摂取量が
少ない利用者には声掛けし好きな食べ物、飲
み物を用意してすすめている。献立は法人内
の介護老人保健施設の管理栄養士が作り、主
菜は施設より配食され栄養バランスの取れた
食事を提供している。水分摂取困難な方には
ゼリー対応し、嚥下の状態が悪い方にはトロ
ミを入れ飲まれるよう支援している。

訪問歯科医の指導も受け毎食
後、介助にて口腔ケアを行っ
ている。歯科医と相談し協働
で口腔内の清潔を保ちたい。

排泄表により把握する事でさ
りげなくトイレ誘導します。
声掛けによる失禁の軽減を図
り、リハビリパンツから綿パ
ンツに変更できる支援に努め
ています。

散歩、体操等の運動、下剤の
内服のみに頼らず、水分摂
取、牛乳、ヨーグルト、かん
てん等を使った食べ物で工夫
している。

入浴時間は原則午後としているが、気
持ちよく入っていただくために様子を
みて午前中に入浴を進める場合もあ
る。ほぼ毎日入浴される方もいるが入
浴が嫌な方もいる。無理強いせずに週
2回は入浴していただくようにしてい
る。
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46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、休息したり、安
心して気持ちよく眠れるよう支援している

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法や用量について
理解しており、服薬の支援と症状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人ひとりの生活歴
や力を活かした役割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支援をし
ている

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけられるよう支援
に努めている。また、普段は行けないような場所でも、本人の希望
を把握し、家族や地域の人々と協力しながら出かけられるように支
援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解しており、一人ひと
りの希望や力に応じて、お金を所持したり使えるように支援してい
る

散歩やレクリエーション、体
操、入浴等で生活のリズムを
つくり、活動性を上げ安眠に
つなげている。昼食後は休息
の時間を設けそれぞれ自由に
居室で休まれたり本を読んだ
りしている。
カルテに個人服薬情報があ
り、職員は随時確認してい
る。また処方に変更がある場
合も申し送りを徹底し確認し
ている。服薬マニュアルがあ
り与薬には十分気をつけてい
る。

天気のよい日は希望に応じ散歩に出かた
り自由に庭に出たりしている。法人内の
介護老人保健施設の催し物に家族と参加
したり、地域の方が集まる落語、舞踊
チャリティーコンサートに出かけたり地
域の運動会に参加するなどしている。

洗濯物をたたんだり、出来る方には掃除
や食器拭きを行っていただいている。皆
が同じ事をするのではなく、個々に出来
る事を声掛けして無理なく行っている。
散歩や畑の水遣り、週1回歌の会を行
い、夕食後は21時までテレビを楽しまれ
たり、居室で本をよむなどして楽しめる
時間の提供をしている。

お金は家族の了解を得てホー
ムで管理しているが買い物に
行った時には、個々にレジ等
で支払いを行うようにしてい
る。
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51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙のやり取りができ
るように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、トイレ等）
が、利用者にとって不快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活感や季節感を採り入れ
て、居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用者同士で思い思
いに過ごせるような居場所の工夫をしている

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談しながら、使い慣
れたものや好みのものを活かして、本人が居心地よく過ごせるよう
な工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかること」を活かし
て、安全かつできるだけ自立した生活が送れるように工夫している

玄関には季節の草花がある。リビング
はレースカーテンで程よく日を遮りリ
ビングから玄関のど戸を開放し、玄関
にある椅子に腰かけ外をみて過ごされ
る方、ソファーに座り大型テレビを見
て過ごされる方、その人なりの過ごし
方をされている。

ホームの電話を必要に応じて
利用していただいている。ハ
ガキ、切手をホーム内に用意
し、本人と一緒に手紙の投函
等の支援を行っている。

フルフラットのフロアーは整理整頓を心
がけ浴室にも手摺が設置されている。ト
イレは1箇所、車椅子用トイレが設けら
れている。職員が注意を払い出来る事は
時間がかかっても見守り、出来ない場合
はさりげなく声をかけ設備を利用した自
立した生活を第一に考えている。

ソファーの配置や椅子、テー
ブルの配置を工夫し個々に心
地良い居場所を確保してい
る。

各居室には利用者好みの、寝具、箪笥、机、
椅子、鏡台、一人一人思いのものがあり、又
テレビ、仏壇がある方等家族とも相談しなが
ら居心地の良い部屋づくりをしている。ドア
を開放しても部屋の中が見えぬようお気に入
りの色ののれんをかけ安心して過ごせる工夫
をしている。カーテン、のれんは防炎生地を
使用している。
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目　標　達　成　計　画

事業所名

作成日

【目標達成計画】

優
先
順
位

項
目
番
号

現状における
問題点、課題

目     標
目標達成に
要する期間

1 4

運営推進会議の委員の日
程調整。

開催回数を増やす。 12ヶ月

2 49

身体的な理由から入居者
により差がある。

外出の機会を増やす。 12ヶ月

3

4

5

全利用者の個別支援の見
直しを行い散歩等、外出支
援を充実させていく。

目標達成に向けた
具体的な取組み内容

開催月を設定し日程調整
がまとまらない場合であっ
ても設定した月内に集まれ
た委員だけで実施する。
徐々に回数を増やしてい
く。

グループホームウェルケア新羽

平成23年1月18日
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